島根の外来生物

過去150年の間に、島根固有の生物は日本列島の外から入って来た外来種に侵されるようになった。2004 年に制定された外来生物法は、侵略的な外来生物を「もともとその地域にいなかったのに、海外から [日本] へ入ってきて生態系に悪影響を与えるもの、与えるおそれのある侵略的な外来生物」と定義している。「悪影響」には新種の病気や寄生生物を持ち込むこと、固有種を生息地から追い出すこと、地域の食物連鎖を乱すこと、直接的な侵略などがある。多くの侵略的な外来生物は非常に屈強で適応力があり、驚異的な競争力があるため、元いた生息地以外でも生き残ることができるという、その土地固有の生物よりも有利な特性がある。
侵略的な外来生物は、さまざまな環境を脅かしうる。島根の池や水路に米国由来のウシガエルとヌートリアがよく見られるようになっている。水生生物において特に脅威となっているのはオオクチバスで、二ホンにはスポーツフィッシングのために1925年に持ち込まれ、瞬く間に地域の河川に広がった。森林では江戸時代（1603年–1867年）に中国から持ちこまれた美しい鳴き鳥のソウシチョウが猛威を振るっている。ペットとして買われていた鳥がかごから逃げ出し、野生化することで異常に増えた。現在は島根県中で見られ、固有種のウグイスを追いやっている。地域の道路脇にはオオキンケイギクとセイタカアワダチソウが生い茂っている。
侵略的な外来生物の根絶、もしくは少なくとも増殖を管理するための対処はされている。保全機関のメンバーや地元のボランティアが道路沿いの外来植物を引き抜き、オオクチバスを除去するために池の水を部分的に抜いている。

